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悪人との闊鋳

棚：　鵡♯霊叫」乳量研イズ：＿－旦勤：良奥地

こち鍾桝紬た●t軋蝕D牌やタイビ汐ザ吋ラムけィ糊バー・スクール舛ビン久パル
メーカづに肘るアンケ→‥ヒアリン久彗壮瞥プロタ，ム及び餅他のと削、刈ビング据車ンl
讐ダイビング舶腑の■仇こ朋用せて1く●倉がござい事覿
■人鯖の削かについての紺臥軋D押ヤパンのホームページに棚のブ押付シー‘削シーt
ご鷺ください。

PABH芦イス即ト・スク→いダイビング

徽■■■疇■

以下の鵬をよく嵐んでください。この■削■t書、臓について、ディスかく一・スクーパ・

ダイビング柵と安全の復書紬み打）獣的たにダイビングに岬す機軸危批

釣スが一・スク→トダイピン紬に抽たにしていただ紘いことを地的しれ

あなたの雷名がこのプログラム●姐こ盤たってあ事となり彙す。

もし抽た側切払仙郷耶槻暮・鳥蜘こついて）に拍たと韓軌の零墨も

必雷となります。

抽た軋スクーパ・ダイビング中に削職と庄平雛に卿する■も岬であ織豊ルールを

棚プロフェッショナルから義わります。

スクー／q相の薫った使用は1よを←削た臨死にいたること拘ります。

あせた研れほし増えるように・暮櫓の銅インかラクタ側的稚書下で捜用法

を救わらせけれ軌叫ナません。

ティスカJト・スター八・タイピングの徽轟について

紐綱臍刊嬢那凛初
よく羨んでご記入くださいゥ

義朗削臥正義蜜無敵腱用するスターパ・タイピングに積す

経験性について榊の行く綿毛如・穫靡した上で■tセクションとオープンウォー

ターtダイビングに暮加することをここに帥はす。
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スタブ70曽義へ

DSDプログラムが●7いたしれたら・観象か軒のついているページごと切り離してお軸
におましください。

貴慮抑卜能書尋こと竃義｛　空軍二二　　　▲Tk甘心＆
悌■魚、中食ダ車†一になることを稚め

してくださ叛　　‾▼▼‾‾Mで㍉蒜表装毒：　表：芸≡芸
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納義に嘗め与れる■合があ由と
毛虫伝えください。烏暮機にr蝕Dけ－プ

とこ‾？三一千二：！†づ十コースtR　芸書蒜二●●蓋主一室≡至

器壷還還芸恵賢　整璧
蝕カード（即メ暮し可t）のURLから　三笠芸こごニ」　　ニ蒜蒜蒜葦意
アクセスいただける瞥もお伝えください。　空馬車”一一仇・り●　●

霊轟について
PADメンバー臥プーノk′壌土水塊またはオープンウオート・タイプの軸か細田以内
に・ディスか†一・スクールダイビングの●加書書棚するPADけフイスに書纏しなければな
lほせん。鷲鼻の方法は鋼l義と軌、童も

●曽ンライン義徽

軋戯プロサイト内の旭オンライン書鎗Jより必■な僧鶴を入力し、轟紺こ舶零ボタン
を紳レr稟丁とかけも

●雷獣縄■蝉
デイスかト・スク→バ・ダイビング書徽書式のコピーをとり、蝕D暮ジャパン　かドサ叫ビ
ス舟に撼ください。

・77ツね仁よれ■義
デイスか†－■スクールダイビング手書書式をパンフレットから切り取JWlジャパン

カードサービス麓に増りください。

く赴け先〉

〒1糾雌暮す■濃さF暮地軸1－か．1
戸別）1ブナパン徽坤　カード・サービス輪
TEL：¢ト訂劉■7割　FAX：αト椚1．17卸

納札DIメンIト・¢クレジサト

PADIメンバーは・響辞されたディス加で一・スクーバ・ダイビングの●加薔5名に対し、紬別

オープン・ウオーター・ダイバー1名分の尊重数としてクレジtyト（カウン目されまもこのクレ
ジット線輪電行うことで暮用され象も
斡スカバー・スター′†・ダイビング薯実施したダイブマストとアシスタント・インストラク
ターもこのクレジット憺大祐名剣を糖鱒し、榊鞘二割舟することができる。

（如醐

このプログラムに徽加するにあたり、鋸こ岬1する儀繍烏よび集僧やとについてプログラムの

集権著の欄京に払、ます。また櫓示に従わ他する雷■あるいは不漸〉■簾から私自身に

生じる職性のある綿々の棚のすべてについて、朋身が責任を■うとともに、櫨■

愉細心の注舶はらって徽如します○私は、このプ臼グラムが、スターパ・ダイビングへ

棚をプログラムとして触されていることを聯しています。さらに1んでタイ／トとし

て咄電鍵け馳せに臨・甘食コースに●加し、榊のあるインストラクターから彊護全ての

繍濃描けなけれ曲られ、こと書棚してい重す。

私はプログラムを提供する 肋岨けンパー）きたは

（スけ）及び瓢DHこ封

して・私用インストラクトの柵春に従わなかったこと又は私の1大な遺失によって私が

櫨った績組こついては、樗イ城トラクトに過失が拝した場合に料、でも、その鴨僧暮任を

間わ恥、ことを蛾LfT。

融比の無敗の告知書叫に浅慮●虹ととま軸のではないことを聯し、この危凱こつ

いての棚のすべてを攫靡LTt毛し‡す。私瑚年の■合は、私の桝響とともに雷名し

きす。

鯵加曽霊名

義糠瞥■名

日付　　年　　月　　　日

日付　　年　　月　　　日

肋雷書もご暮いただ鬱と書名抽■いし曽す〉

タイビン御伽雷剃l轟｝Ⅷ
1・ダイビング絢こ発行義に集る場合軋水場他職として少なくとも12時間待たなけ

ればなり蒙せん。

2度犠ダイビングや糧鮎にわたるダイビングの儀に、析義に靂胡紅、水面儒鳥とし

て少せくとも憺樽闇捨た射すればなりません。

・・圧停止止した義金縫、発行義に轟るまでは、水薗♯慮とし刊でも18時間をこえ

る時間糖た射すればなりません。
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